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1 業務概要 

1.1 業務目的 

環境省事業「令和 4 年度藻場・干潟の保全・再生等と地域資源の利活用による好循環モデル

の構築等業務」の一環として、閉鎖性海域等の沿岸地域において地域の多様な主体と連携しな

がら、藻場・干潟等の保全・再生等と地域資源の利活用による好循環形成に向けた「令和の里

海づくり」に係るモデル事業を実施した。 

 

1.2 履行期間 

自 令和 4年 8 月 29 日 

至 令和 5年 2 月 15 日 

 

1.3 業務内容 

1.3.1 エコツアーの企画・運営 

大崎上島町漁業協同組合による①藻場・干潟再生および②毎週実施している「朝市」の 2 つ

の取組を地域の資源と捉え、それらを観光の視点で繋ぎ、活動を継続化させることで地域活性

化に寄与することとした。具体的には、環境学習（担い手育成）の観点も取り入れ、地域の学

生を対象としたエコツアーを 2 日程度開催することとし、改めて「大崎上島地域の海辺を守る

会」と十分協議し、決定するものとした。 

なお、本事業は、大崎上島町の「令和の里海づくり」構想・計画の項目（交流、交通（その

他）、情報発信、流通（物流）拠点、藻場・干潟の保全と資源活用）を融合させた位置づけとし

た。 

 

1.3.2 アンケート調査 

エコツアー体験者にアンケートを実施し、課題や効果的なコンテンツなどを抽出した。その

結果を大崎上島町、観光協会、漁業者など関係者にフィードバックし、大崎上島町の「里海づ

くり」のための課題やコンテンツなどを共有し、以降の活動の糧とすることとした。 

上記業務をはじめ藻場・干潟等の保全・再生等と地域資源の利活用による好循環形成に向け

た取組について、その取組の内容や状況に応じ、イベント、ウェブサイト、SNS、動画等を活用

してターゲットや内容に応じ効果的な情報発信を継続的に実施するよう努めることとした。 

 

1.4 業務スケジュール 

業務スケジュールを表 1.1 に示す。 

表 1.1 業務スケジュール 

 

 

 

 

 

 

年月日

業務項目

令和4年 令和5年

2月
1日 10日

11月 12月
10日 20日

1月
1日 10日 20日10日 20日 1日 10日 20日 1日

9月
1日 10日 20日

10月
1日

打合せ・協議

ツアー企画・調整

集客活動

ツアー催行

フィードバック活動

報告書作成
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1.5 ツアー催行海域 

ツアー催行海域を図 1.1、図 1.2 に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1.1 ツアー催行海域（広域図） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1.2 ツアー催行海域（詳細図） 
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1.6 安全衛生管理 

1.6.1 ツアー催行時の注意事項 

(1) 全般 

・ツアー催行にあたりイベント保険の加入を行った。 

・イベント会場への移動時は交通ルールを順守し、事故の防止に努めた。 

・船上、陸上会場で出たゴミは、すべて持ち帰り、適切に処理した。 

・荒天が見込まれる際には、ツアー中止の準備（連絡）を実施した。 

・ツアー中に撮影した画像が環境省等の HP の掲載される可能性があるため、ツアーの説明時

に口頭で承諾を得た。 

(2) 海上会場 

・海上に出る前に危険予知活動として、参加者に船上での留意事項や船への昇降時の留意事

項の説明を行った。 

・船上では船長以外に 2 名以上のスタッフを配置し船上での安全を確保した。 

(3) 陸上会場 

・包丁等の刃物や火の扱いを十分参加者に説明を行った。 

・食事に関して、参加者からアレルギーの有無を確認した。アレルギー保有者には食事内容

等別途対応した。 

・第三者の歩行や交通に支障がない場所でイベントを実施した。 

 

1.6.2 新型コロナウィルス感染症対策 

・参加者の受付時にはアルコール消毒、検温を実施した。 

・室内では原則マスク着用とした。なお、屋外でのマスク着用は個人判断とした。 
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2 業務実施結果 

2.1 エコツアーの企画 

エコツアーの企画にあたり大崎上島の海辺を守る会（大崎内浦漁業協同組合）、大崎上島町観

光協会、地域コーディネーターの方（「一般社団法人まなびのみなと」メンバー 後に大崎内浦

漁業協同組合組合員）とそれぞれ協議した。 

また、大崎上島町にはエコツアー実施の連絡と必要に応じて今後ご支援頂くよう依頼した。 

 

2.1.1 第 1 回目の企画 

当初の企画は、第 1 回目ツアーを令和 4 年 11 月 6 日、第 2 回目ツアーを令和 4 年 11 月 26 日

に実施することとした。それぞれのプログラム内容を以下に示す。 

なお、仕様書や当初計画していた地元の「朝市」の見学（状況により購入）は開催が土曜日

限定であり、時間帯も他のプログラムとの組み合わせが困難であったため、協議の結果プログ

ラムから外すこととした。 

 
☆第１回目ツアータイトル：もっと知ってほしい、大崎上島のこと。 

【概要】 

（体験型環境学習として「アマモの播種」も検討したが時期的に実施不可能であった。） 

・内容：座学（アマモ・里海）・シーカヤック＋海の診断（海域環境調査）・調理体験。 

・ツアーのストーリー 

シーカヤックを体験しながら、海の診断として海域環境調査を実施し、海域の中長期モニ

タリングの必要性を伝える。また、海域の環境や漁業生産を把握すること、アマモ場・干

潟、スナメリ、白砂青松などの変化を把握することの重要性を伝える。併せて、旬の魚を

使った調理体験を通して現在の漁業実態を伝える。 

・実施結果：大崎上島町でコロナ罹患者が増え、参加者のキャンセルが相次ぎ延期とした。 

 

☆第 2 回目ツアータイトル：もっと知ってほしい、大崎上島のこと。 

【概要】 

・内容：座学（アマモ・里海）・アマモの播種・刺し網体験・調理体験 

・ツアーのストーリー 

アマモの播種を通じて、水産資源を育むアマモ・藻場について伝える。また、刺し網体験

を通じ、地元の魚・漁法について伝える。併せて、旬の魚を使った調理体験を通して現在

の漁業実態を伝える。 

・実施結果：第 1 回目の延期により、改めて「海辺を守る会」や関係者と調整。第 1 回目の

集客に苦労した点として「学習」というキーワードが参加者を遠ざける大きな要因の 1 つ

であり、チラシの内容等を修正することとした。 
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2.1.2 第 2 回目の企画 

第 1 回目ツアーを当初第 2 回目であった令和 4 年 11 月 26 日に、第 2 回目ツアーを令和 4 年

12 月 10 日に実施することとした。それぞれのプログラム内容を以下に示す。 

なお、当初第 1 回目に予定していたシーカヤックは、シーカヤック催行者から時期的に不適

切である（寒い）とされ、プログラムから除外した。 

一方、刺し網漁としては寒い方が獲れる可能性が高くなることから、2 回とも刺し網漁体験を

主体とし、同じプログラムを 2 回実施することで催行の充実化を図ることとした。 

 

☆第 1,2 回目ツアータイトル：大崎上島で「無料」刺し網漁体験！！ 

【概要】 

・内容：座学（アマモ・里海）・アマモの播種＋海の診断（海域環境調査）・刺し網体験 

    ・調理体験 

・ツアーのストーリー 

アマモの播種や海の診断として海域環境調査を実施し、海域の中長期モニタリングの必要

性を伝え、海域の環境や漁業生産を把握すること、アマモ場・干潟、スナメリ、白砂青松

などの変化を把握することの重要性を伝える。刺し網体験を通じ、地元の魚・漁法につい

て伝える。併せて、旬の魚を使った調理体験を通して現在の漁業実態を伝える。 

【プログラム】 

第 1 回目ツアー終了後に課題点を抽出し、ロジや役割、チラシの修正等を行った。最終版の

チラシは巻末に添付する。 

ツアースケジュールを表 2.1、プログラムの詳細を表 2.2 に示す。 

表 2.1 ツアースケジュール 
 

時間 プログラム 

08:30～08:50 集合 大崎内浦漁業協同組合 

08:50～09:30 
オープニング 

 ～大崎上島の漁場環境となりわいである漁業について～ 

09:30～10:00 アマモ、藻場について知ろう（座学） 

10:00～10:15 船上の安全確保について 

10:15～12:15 アマモ播種体験、刺し網漁体験 

12:15～13:15 
刺し網で獲った魚介の調理体験 

 ～食べること・食材・魚の生活環境を繋げよう～ 

13:15～14:30 
昼食・意見交換 

 ～アイデアを大人たちに届けよう～ 

14:30～15:00 アンケート 
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表 2.2 プログラムの詳細 
 

時間 プログラム 詳細 

08:30～08:50 集合 ・参加者確認、検温、資料配布等 

08:50～09:30 オープニング 
・大崎上島の漁場環境となりわいである漁業につい

ての学習 

09:30～10:00 座学 
・里海・エコツーリズムについての学習 

・アマモ、藻場についての学習 

10:00～10:15 乗船準備 
・カッパ・長靴・ライフジャケット配布・着用 

・船上の安全確保についての説明 

10:15～10:30 アマモ播種準備 ・アマモの種を紙粘土に付ける作業 

10:30～10:35 アマモ播種体験 
・アマモ場を造成している海域において、紙粘土に付

けたアマモの種を蒔きつつ、改めてアマモの解説。 

10:35～10:45 
海の診断 

（海域環境調査） 

・アマモ場の海域環境をモニタリングする意義の説明

と、実際にアマモが生育している底層の海水を汲む方

法（バンドン型採水器）や、透明度（植物の補償深度）

を把握するための透明度板を用いた調査の実演。 

10:45～12:15 刺し網漁体験 
・参加者が刺し網を上げ、網から魚を外す作業を船長

の指導のもと体験。 

12:15～12:30 休憩  

12:30～14:30 
調理体験 

昼食・意見交換 

・魚の三枚おろしなど、漁師等の指導のもと体験。 

・自分が捌いた魚に加え、漁協が用意したタイ飯や味

噌汁で昼食。 

・昼食しながら、参加者と意見交換。 

14:30～14:50 アンケート 

・アンケート用紙の配布と記載 

・アンケートに書ききれなかったことや、感想などを

改めて意見交換。 

14:50～15:00 片付け  
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2.2 ツアーの集客 

地元の高校生を対象とし、表 2.3 に示す体制で集客を行った。なお、集客当初は応募者が少

ない状況であったため、最終的な対象には中学校も含めることとした。 

表 2.3 集客体制 
 

対 象 担 当 

広島商船高等専門学校 大崎内浦漁業協同組合 

広島県立大崎海星高等学校 大崎上島町観光協会 

広島県立広島叡智学園高等学校 大崎内浦漁業協同組合 

大崎上島町立大崎上島中学校 大崎上島地域の海辺を守る会 

 

2.3 ツアー実施状況 

2.3.1 第 1 回目ツアー 

(1) 参加者 

参加者は表2.4に示す8名であった。参加者からの紹介で2名の島外からの参加者があった。 

表 2.4 参加者 

No. 学校名 性別 

1 広島県立広島叡智学園高等学校 女性 

2 広島県立広島叡智学園高等学校 女性 

3 広島県立大崎海星高等学校 女性 

4 広島県立大崎海星高等学校 女性 

5 大崎上島町立大崎上島中学校 男性 

6 大崎上島町立大崎上島中学校 男性 

7 島外の高等学校 女性 

8 島外の高等学校 女性 
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(2) ツアーの状況 

ツアーの状況を以下に示す。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 2.1 受付の状況 写真 2.2 漁場環境と漁業の講義 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 2.3 里海の講義 写真 2.4 アマモの生態の講義 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 2.5 船上の安全作業について 写真 2.6 アマモ播種準備 
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写真 2.7 アマモ播種準備 写真 2.8 アマモ播種 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 2.9 底層の海水の採水実演 写真 2.10 底質の感触（砂泥）の確認 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 2.11 刺し網漁体験 写真 2.12 刺し網漁体験 
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写真 2.13 調理体験準備 写真 2.14 調理体験 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 2.15 調理体験 写真 2.16 完成した調理の一部 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 2.17 昼食 写真 2.18 アンケート実施状況 

 

  



11 

  

(3) 第 1 回目ツアー後の反省会等の結果 

【課題】 

・ツアー前日夜と当日朝に主催者側でコロナ感染者や濃厚接触者が複数名発生した。ロジの

再調整を行ったものの監督者不在になること、船 1 隻でのツアー組み換えによる段取り不

足が否めなかった。 

・大崎上島町でのコロナ感染者増加に伴い、漁協室内で行う予定であった座学を屋外で実施

した。当日は 11 月末としては暖かかったが、参加者からは不評であった。 

（コロナ罹患に対する感情面が、都会と地方とは違いがあり、細心の配慮ではあった。） 

・余った料理を持って帰っていただけるような準備が必要であった。 

・イベント要素が強く、藻場干潟の保全という面については工夫が必要であった。 

・アンケートだけでなくしっかりとした意見交換の場を設けた方が良かった。 

・片付けまでをツアーの一環としたほうが良い。 
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2.3.2 第 2 回目ツアー 

(1) 参加者 

参加者は表 2.5 に示す 12 名であった。 

表 2.5 参加者 

No. 学校名 性別 

1 広島県立広島智学園高等学校 男性 

2 広島県立広島叡智学園高等学校 男性 

3 広島商船高等専門学校 女性 

4 広島商船高等専門学校 女性 

5 広島商船高等専門学校 女性 

6 広島県立大崎海星高等学校 男性 

7 広島県立大崎海星高等学校 女性 

8 広島県立大崎海星高等学校 女性 

9 三原特別支援学校 大崎分教室 男性 

10 大崎上島町立大崎上島中学校 男性 

11 大崎上島町立大崎上島中学校 男性 

12 大崎上島町立大崎上島中学校 男性 

 

(2) ツアーの状況 

ツアーの状況を以下に示す。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 2.19 受付の状況 写真 2.20 漁場環境と漁業の講義 
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写真 2.21 里海の講義 写真 2.22 アマモの生態の講義 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 2.23 船上の安全作業について 写真 2.24 アマモ播種準備 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 2.25 アマモ播種準備 写真 2.26 アマモ播種 
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写真 2.27 アマモ播種 写真 2.28 底層の海水の採水実演 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 2.29 刺し網漁体験 写真 2.30 刺し網漁体験 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 2.31 調理体験 写真 2.32 調理体験 
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写真 2.33 調理体験 写真 2.34 調理体験 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 2.35 完成した調理の一部 写真 2.36 昼食 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 2.37 アンケート実施状況 写真 2.38 集合写真 
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(3) 第 2 回目ツアーの課題後の反省会等の結果 

【課題】（第 1 回目ツアーの課題は全て対応） 

・船酔いする参加者が複数名発生した。酔い止めを持参するよう事前周知が必要であった。 

・集合時間を間違えた参加者が複数名いた。確実な周知が必要であった。 

【成果】 

・2 回のツアーを事故やトラブルもなく催行できたのは良かった。 

・2 回続けて実施したことにより、刺し網漁体験や調理体験の流れがスムーズになった。 

・魚の調理は、お造りだけでなく唐揚げなども参加者が調理できたことが良かった。 

・魚も美味しかったが、参加者には新鮮なタコやイカも好評であった。 
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2.4 アンケート結果 

2.4.1 選択形式 

アンケート結果は、第 1 回と第 2 回の回答を合算して集計した。 

(1) 基本情報 

① 性別 

参加者は女性 7 割、男性 3 割であった。 

② 出身地 

島内出身者が 1 名（6％）、島外出身者が 15 名（94％）であった。第 1 回エコツアー（11 月

26 日）に関しては参加者の全員が島外出身者、第２回エコツアー（12 月 10 日）に関しても

1名を除く参加者が島外出身者であり、国土交通省が推進している離島留学の影響が伺える。 
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(2）里海について 

①「里海」についての認知度 

「里海」について、エコツアー参加前の認知度は低く、得られた回答は「知らなかった」・「言

葉は聞いたことがあった」という回答のみであった。また、回答の中には里山について記載

されたものがあり、「里山」という用語、概念の方が「里海」よりも認知度が高いことがわか

った。参加者の回答から、エコツアーに参加したことで里海および自然環境についての認識

が高まり、「里海は人の営みによって支えられている」という考え方へと繋がったことが明ら

かとなった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 エコツアーを経験して「里海」に関する考え方はどう変わったか 

（自由記載；参考として添付） 
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(3）アマモについて 

①アマモについての認知度 

アマモについての認知度は「知っていた」が 44％、「言

葉は聞いたことがあった」が 19％であり、2 つ合わせ

るとアマモの認知度は 63％となり、「知らなかった」

の 37％を上回っていた。 

②アマモ場についての理解度（エコツアー後） 

アマモ場が海の中で果たしている役割についての認

識はエコツアー参加後に 88％まで高まっており（「わ

かった」の 38％含む）、これは、エコツアーによる効

果が高かったものと考えられる。 

具体的には、アマモの播種を体験したことで「実際に

アマモを見たい」「アマモがどのように生育していく

のか」といった感想や疑問が生まれ、エコツアーがア

マモの成長に関する関心を引き出すことに繋がった

といえる。アマモの播種が環境を守ることに繋がると

理解した上で播種を行ったことが効果的であったと

いう意見も見られ、引き続きアマモの生育を見ていき

たいという環境問題への関心を高めることもできた。

参加者によっては、アマモ場が里海の中で果たしてい

る役割を認識するだけでなく、漁業というなりわいとの関わりまで捉えていた。 

 

 エコツアー後のアマモ場の役割についての認識（自由記載；参考として添付） 
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(4）刺し網漁体験について 

①刺し網漁体験について 

刺し網漁体験については、81％の参加者が「と

ても楽しかった」、19％の参加者が「楽しかっ

た」と回答しており、「普通」・「あまり楽しく

なかった」・「楽しくなかった」と回答した参加

者はいなかった。このことは、刺し網漁体験が

エコツアーのコンテンツとして非常にポテン

シャルの高いものであることを示している。 

具体的には、船上で「網にかかった魚を収穫で

きた」「初めて生きた魚を見た、触った」ことが非常に興味深かったという回答を得た。また、

瀬戸内海でしか獲れない魚や、様々な漁法に関心を寄せた参加者もいた。本エコツアーによ

って、大崎上島で学んでいてもなかなか行けないところに行けたという貴重な体験の提供が

できたともいえる。言い換えれば、「その場に身を置いて体験し、学ぶ」というエコツアーな

らではの経験によって、「地域固有の資源の保全に責任を持つ観光（エコツーリズム）」が提

供できたと考えられる。 

 

 刺し網漁体験について（楽しかったところ、楽しくなかったところ） 

（自由記載；参考として添付）） 
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(5）調理体験について 

調理体験については、88％の参加者が「と

ても楽しかった」12％の参加者が「楽しか

った」と回答しており、刺し網漁と同様に

「普通」・「あまり楽しくなかった」・「楽し

くなかった」と回答した参加者はいなかっ

た。 

調理体験もまたエコツアーのコンテンツと

して非常に満足度の高いものであることを

示している。魚を実際に捌き新鮮な魚を食

べるという体験は多くの参加者にとって初

めての体験であり、段々と上達していくと

いう過程を体験できたことが充実感に繋がったようである。エコツアーにおいて新鮮で楽し

い経験を提供できたといえる。これまで嫌いだったタコを楽しんで調理して食べられたとい

う回答からは、体験することの大切さがわかる。獲れた魚を見て様々な調理法を考える過程

が楽しかったという回答もあった。別の調理法も試したかったという回答もあった。 

 

 調理体験について（楽しかったところ、楽しくなかったところ）（自由記載；参考として添付） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



22 

  

(6）エコツーリズム、エコツアーについて 

①エコツーリズムの考え方や意味についての認知度 

エコツーリズムについて、考え方や意味の認知度

は「知っていた」が 19％、「言葉は聞いたことがあ

った」が 38％であり、6割弱の参加者には認知され

ていた（右上図）。 

②エコツアー参加経験 

実際のエコツアーに参加したのは、全員「初めて」

であり、エコツーリズム、エコツアーにさらなる展

開の余地があることが窺えた（グラフは割愛）。 

③エコツアーに参加した感想 

エコツアーについては「とても楽しかった」が

81％、「楽しかった」が 6％という回答であった（右

中図）。 

④エコツアーで人気の高かったコンテンツ 

エコツアーのコンテンツの中で最も人気が高かっ

たのが「魚介の調理体験（39％）」、次いで「刺し網

漁体験（32％）」、「アマモ播種等作業（19％）」（海

洋環境調査を含む）、「アマモ、藻場についての話

（11％）」となっている（右下図）。 

⑤エコツアーの中で体験してみたいこと 

エコツアーの中で体験してみたいことについては

「カヌー」「シュノーケリング」「素潜り」があがっ

た他、「海中でアマモの実物が見たかった」という

回答もあり、エコツアーによってアマモおよび海洋

自然環境への関心が高まったことがわかる。また、

「エコツアーを企画の段階から考えてみたい」とい

う回答もあり、今後、中高生との協力の可能性も考

えられる。「島内の特産物を存分に取り入れ、アピ

ールできれば、エコツアーがより地域振興につなが

る」というエコツアーや地域活性化も視野に入れた

意識の高い回答もあった。 

 

 エコツアーの中で体験してみたいこと（自由記載；参考として添付） 
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(7）大崎上島について 

①大崎上島の魅力について 

大崎上島の魅力については、海や自然の豊かさ・美しさ、野菜や果物といった特産物に加え、

「人が優しい」「地域を繋げる機会が多い」「アクションを起こす人が多い」「交流が深い」等、

人と人とのつながりについての回答が多かったのが印象的であった。観光の観点から総合的

に考えると、エコツアー、体験学習に適した土地柄であることを参加者も認識していること

がわかる。一方で、第 1 回、第 2 回共に、大崎上島の歴史や史跡に関する記述は見られなか

った。 

 

 大崎上島の魅力とは（自由記載；参考として添付）） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②大崎上島の魅力の発信方法について（大人への要望） 

魅力の発信については、ほぼ全員が SNS（Instagram、Twitter、YouTube, TikTok）の活用を

あげた。また、「現地を訪問した人にエコツアーを紹介する」「エコツアーでの体験を島外の

人に伝える」という口コミの手法についての回答もあった。「今回のように高校生に発信して、

そこから SNS を使って発信した方が、効率が良い」、「高校生たちで協力して企画したい」と

いう意見もあり、こちらも今後の学生との協力の可能性を窺わせるものとなっていた。また、

「テレビでの紹介」という意見も複数あった。「オンラインでエコツーリズムを行う」という

意見もあり、これは「その場に身を置いて自然環境や歴史文化を体感する」というエコツー

リズムの在り方とは一致しないが、エコツアーを展開する上での端緒としては興味深いもの

になる可能性があり面白いものとなる可能性もある。「大崎上島が旅行者に選ばれるためには、

独自の魅力を押し出すべきであり、キャッチフレーズに工夫が必要」という鋭い意見も見ら

れた。また、「ただの体験ではなく、一貫性を持たせたツアー、行程が重要」との意見もあり、

ストーリー性を重要視するエコツーリズム的観点の意見もあり非常に興味深かった。 
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 大崎上島の魅力の発信方法について（大人への要望）（自由記載；参考として添付）） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③大崎上島の魅力を自分ならどう発信するか 

大崎上島の魅力を自分ならどう発信するかという問いに対し、一番多かった回答は「SNS で情

報発信する。」であり、「朝市や漁師祭りに参加する。」「ごみはきちんと捨て、大崎上島の環

境を守る。」が次に続いた。 

大崎上島の魅力を発信するため自分ならどんな行動を起こすかについては、「家族や友人に上

島の魅力を伝え、実際に来てもらう」という口コミの手法だけでなく、「自治体や取組をされ

ている団体と協力した取組を行う」という官民連携について述べた回答や、「大崎上島でしか

できないことを作る」という魅力の発見やコンテンツの開発に関する回答もあった。 

 

 大崎上島の魅力を発信するため自分ならどんな行動を起こすか（自由記載；参考として添付） 
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(8）その他の感想 

エコツアー後に行った意見交換で出た意見は、アンケート回答と概ね同様であった。 

 

 ツアー参加後の感想（自由記載；参考として添付） 
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2.4.2 課題・改善点 

参加者からの意見（アンケートの自由記載、ヒアリング）から考えられる今後の改善・対応

内容を表 2.6 に示す。 

表 2.6 参加者からの意見および改善・対応内容 

 参加者からの意見 改善・対応内容 

① ・座学でアマモの海の中での役割を知った上

で播種をしたことが良かった。 

・里海は守るべきもの。この海を守りたいと思

った。 

・里海がある、保全されていることによって、

人が集まったり、観光になったりすることがわ

かった。 

・「里海」が「里山」と同じくらい大切だから、

この言葉が浸透したら良い。等々 

・今後も、事前の座学は必要。ただし、下

の②のような意見もあるため、演出も考慮

する必要がある。 

② ・船上でアマモの説明をした方が、時間も短縮

できるし、アマモも感じられる。 

・季節や波浪の状況にもよるが、検討の余

地あり。 

③ ・アマモが実際に生えているかどうか潜って

みたい。 

・海上のコンテンツとして、シーカヤック

だけでなく、シュノーケリングもコンテン

ツに加えられる余地あり。 

④ ・アマモ播種は様々な年代の人ができると思

った。 

・今までに話したことのない人とも交流する

ことができ、新しいコミュニケーションの場に

もなった。 

・「海辺を守る会」のアマモの取り組みを

広く周知しても良いと考えられる。 

⑤ ・掛かった魚をすぐにどの魚かわかるのが面

白かった。 

・魚の解説も併せてできれば、さらに良い

と考えられる。 

⑥ イカが獲れた場合は、船上ですぐに刺身として

食べたい。 

・船上の調理担当の配置も、乗船人数等に

よって一考の余地あり。 

⑦ ・漁で獲れた魚などで何の調理ができるかを

考える過程も楽しかった。 

・煮つけなどにしてみたかった（2名の意見）。 

・ツアーの準備等の余力によるが、様々な

調理に対応できる準備ができれば良い。 

⑧ ツアー企画の段階から参画できたら楽しいと

思う。 

・一考の価値あり。当該学生の学校にアプ

ローチし、学校とのコラボを試みる。 

⑨ 調理体験の際に、獲った魚介に加えて島内の特

産物を存分に取り入れて、かつアピールするこ

とができれば、エコツアーがより地域振興につ

ながるかもしれない。 

・一般参加型のツアーの際には、積極的に

当案を採用する。 
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2.5 ツアー実施後のフィードバック（議事録） 

ツアー企画段階で各種調整を協力して頂いた大崎上島町観光協会、大崎内浦漁業協同組合に

アンケートの結果等のフィードバックを行った。その際のご意見を以下に整理した。 

 

【大崎上島町観光協会／令和 5 年 2 月 1 日】 

・刺し網漁体験や春に行っているアサリの潮干狩りなどは、漁協が主体となって行っている

ため、観光協会として特に関与しておらず、アンケートの内容についても特に関与できな

い。 

・ツアー企画段階から高校生が参画することについては、町の観光としては非常に面白そう

だが、継続性の担保が必要。学校のカリキュラムとして組み込むのはハードルが高い。学

校が乗り気になってくれれば、クラブ活動などの発足を働きかけるなどが考えられる。中

長期的な仕掛けが必要と思う。 

 

【大崎内浦漁業協同組合：組合長／令和 4 年 12 月 25 日】 

・刺し網漁体験は、これまでニーズがあれば行ってきた。12/22 も関東からの修学旅行生（高

校生 20 名程度）を対象に、調理体験も含めて実施した。好評であった。刺し網漁体験には

3 隻の船を出した。 

・漁協だけで刺し網漁体験を行う場合も、船上でアマモ場などの説明を行っている。 

・参加者からの意見・要望に対しては、できる範囲で、少しずつ進化させていきたい。 

・現在行っているアマモ場の造成、干潟の造成に加え、ガラモ場の造成も検討している。 

・獲った魚の流通に関しては、基本島内での販売となっているが、活魚として生け簀に一時

保存しておき、調理体験などのイベントに活用する方法もある。 
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2.6 有識者等の意見への対応 

有識者等の意見への対応を表 2.7 に示す。 

表 2.7 有識者からの意見および対応 

 有識者からの意見 対応内容 

① ・瀬戸エコ協は経験も豊富で先行的な団体

だが、もうひとつ切り口を工夫するならば、

＜これまで＞と＜これから＞を有機的に繋

げることだろう。 

・これまでの瀬戸エコ協の活動の多くは、地

域の要望にお応えするコンサルタントとし

てエコツアーを造成してきた。大崎上島町で

の活動の目標は、藻場・干潟造成による漁業

（里海）の再建、それに伴う地域交流・交流

人口の増加など長期的プロジェクトである。

今後、当協議会は地域のコーディネーターと

して里海好循環構想を進める（図3.2参照）。 

② ・「エコツアーの先の展開」「連携体制づく

り」「大崎上島の好循環にどう繋げるのか」

という視点を持ち事業を実施し、報告書に

もこうした点を入れ込んでいってほしい。 

・エコツアーは地域資源の活用の一つの手段

であり、地域を「知る・学ぶ」（＋感動する）

が主たる目的である。そして、持続可能なエ

コツアーが地域経済の一部となり、その収益

が地域資源の保全に繋がる循環を目指して、

今後も継続的に活動する（図3.1参照）。 

③ ・エコツアーからの学びはもちろんOKだ

が、それだけではなく、例えば脱炭素、プラ

ゴミ0、海ごみ0といった視点を加え、ツア

ー自体を持続可能性のあるものにしていく

ことも良いだろう。 

・1回目のツアー時では実施できなかったが、

2回目のツアーでは、「片付けまでをツアーの

一環」とし、ゴミを残さない活動も演出した。 

・近い将来だが、エコツアーにカーボンオフ

セットもコンテンツの1つになると想定して

いる。ご指摘頂いた視点も踏まえ、今後のエ

コツアーに活用していく。 
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3 本業務の課題と成果、今後の展開等 

3.1 ツアー主体者（大崎内浦漁業協同組合） 

これまで大崎内浦漁業協同組合では、要望があれば刺し網漁体験等を行っていたが、今回の

事業により、得られた成果を以下に示す。 

① 組合長以外の組合員も、刺し網漁体験で網や船を出してくれる人が複数名できた。 

② 刺し網漁体験がエコツアーのコンテンツとして有効であることがわかった。 

③ 刺し網体験の単価について、船代\50,000、網代（魚買取代）\25,000 で問題なく実施可能

であることが確認された。 

補足条件：修学旅行・団体向けとしての設定。 

乗船人数は使用船舶の定員数で決定。 

一括料金のため最少催行人数の設定はなし。 

④ 調理体験もエコツアーのコンテンツの１つとして有効であり、刺し網漁体験に加えること

で、今後、客単価を上げていくことが見込める。 

⑤ 近々、漁協の HP が完成するため、これからの漁協の様々な活動を発信することができる。 

課題としては、もっと多くの組合員が積極的に関与してくれることが挙げられる。これにつ

いては、刺し網漁体験を継続的に実施し、集客も継続し、収益が上がることを認知させること

が解決のカギと考えられる。 
 

 

3.2 ツアー主体者（その他） 

本事業では、当初、シーカヤックや古民家見学などを検討していた。今回は、時期的な問題

や、先方の都合等で幅広い観光資源を活用できていない。今後、大崎上島町が保有する観光資

源を、ストーリーをもったエコツアーとして繋げ、ネットワークの充実を図る必要がある。 
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3.3 大崎上島の里海好循環構想 

当協議会は、数年前から大崎上島のアマモ場の保全・再生、干潟の再生など、当該海域の里

海の保全に関与している。ここでは、本事業の成果も追加した今後の好循環の構想を図 3.1 に

整理した。 

今後、以下の取り組みを継続する（主に図 3.1 の黄色の網掛け部）。 

・地元バス会社と漁協、観光協会とを繋ぐ活動を実施していく。 

・「ツアーに「食」を加える」は、小規模なら実施可能。「刺し網体験ツアー」の新たなオプシ

ョンとして広報する。その他、ネット販売の可能性を漁協に提供していく。 

・「海辺を守る会」のアマモ場の保全・再生の活動の広報を支援し、今後、地域高校生が積極

参加するか否かをモニタリングする。 

・叡智学園ほか、関連高校に今回の結果をフィードバックすることで、アマモ場の保全・再

生活動への参加を促す。 

・高校生を巻き込み、高校生が企画する「エコツアー」をサポートする試みに挑戦する。 

・四季を通じたエコツアー等のプログラムの造成と商品化を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3.1 大崎上島の里海好循環の構想 
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3.4 自走化に向けた座組（役割分担） 

3.2 章で示した里海好循環の構想について、現在イメージしている関係団体等の座組を表 3.1、

図 3.2 に示す。 

表 3.1 自走化に向けた座組（役割分担） 

関係団体 役割 

一般社団法人瀬戸内海エコツーリズム協議会 
エコツアーの企画・運営 

（コーディネート／コンサル） 

大崎上島地域の海辺を守る会 大崎上島内の関係者調整 

大崎内浦漁業協同組合 他 エコツアーの実施 

広島県立広島叡智学園 

広島商船高等専門学校 

広島県立大崎海星高等学校 

エコツアーへの参加 

エコツアーの共同企画 

旅行会社 

株式会社たびまちゲート広島 

スマイルバス株式会社 等 

エコツアーの販売 

大崎上島町役場地域経営課 広報・許認可 

大崎上島町観光協会 広報 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3.2 自走化に向けた座組（役割分担） 
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3.5 評価指標について 

業務着手時に発注者から頂いた評価指標（成果指標）のうち、本業務で該当する内容を表 3.2

に整理した。 

今後も、この評価指標を参考に、大崎上島の「里海づくり」を大崎上島の海を守る会、大崎

内浦漁業協同組合とともに協議、進捗させていく。 

表 3.2 評価指標（成果指標） 
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 ツアー集客用チラシ 

 

 第 1 回・第 2 回チラシ（A4 タテ） 
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（裏面） 
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 第 1 回開催後に修正を加えたチラシ（最終版、A4 ヨコ） 

高校生からの意見を受け、ツアーの内容が分かりやすい写真を掲載し、QRコードから Googleフ

ォームにアクセスできるものに変更した。 
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 アンケート用紙 

 

 

2022 年度（令和 4 年度） 

大崎上島の雄大な里海景観と海の恵みを体験し考察するエコツアー 

アンケート 

 

今日はご参加いただいて、どうもありがとうございました。今日のエコツアーについて、みなさ

んの率直なご意見・ご感想をお聞かせください。みなさんのご意見やご感想を、大崎上島の水産

業やエコツアー活動等にいかしていければと思っています。 

 

１．基本情報 

 

１－１ あなたの性別を教えてください。  １－２ あなたの出身地を教えて下さい。 

性別  １ 男性 ２ 女性        出身地 １ 島内 ２ 島外 

 

２．里海について 

 

２―１ 里海の考え方や意味を知っていましたか？ 

選択肢： １ 知っていた ２ 言葉は聞いたことがあった ３ 知らなかった 

 

２－２ 今日のエコツアーを体験して、里海についてどう考えるようになりましたか？（自由記

載） 

 

 

 

 

３．アマモについて 

 

３－１ アマモについて知っていましたか？ 

選択肢： １ 知っていた ２ 言葉は聞いたことがあった ３ 知らなかった 

 

３－２ アマモ場は海の中でどんな役割を果たしているか、今日のエコツアーの中で理解が深ま

ったと思いますか？ 

選択肢： １ よくわかった ２ わかった ３ あまりわからなかった ４ わからなかった  

 

３－２ アマモの播種などの作業をしてみて、いかがでしたか？例えば、一連で全部体験してみ

たいと思いましたか？（自由記載） 
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４．刺し網漁について 

 

４－１ 刺し網漁体験は楽しかったですか？ 

選択肢： １ とても楽しかった ２ 楽しかった ３ 普通 ４ あまり楽しくなかった  

５ 楽しくなかった 

 

４－２ どんなところが楽しかったですか？または、どんなところが楽しくなかったですか？ 

（自由記載） 

 

 

 

 

 

 

５．調理体験 

 

５－１ 調理体験は楽しかったですか？ 

選択肢： １ とても楽しかった ２ 楽しかった ３ 普通 ４ あまり楽しくなかった  

５ 楽しくなかった 

 

５－２ 調理体験のどんなところが楽しかったですか？または、こんな料理をしてみたかったな

どはありますか？（自由記載） 

 

 

 

 

 

 

 

６．エコツーリズム、エコツアーについて 

 

６－１ エコツーリズムの考え方や意味を知っていましたか？ 

選択肢： １ 知っていた ２ 言葉は聞いたことがあった ３ 知らなかった 

 

６－２ 今までにエコツアーに参加したことがありましたか？ 

選択肢： １ 参加したことがある ２ 初めて参加した 
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６－３ 今日のエコツアーは楽しかったですか？ 

選択肢： １ とても楽しかった ２ 楽しかった ３ 普通 ４ あまり楽しくなかった  

５ 楽しくなかった 

 

６－４ 今日のエコツアーの中で、どのプログラムが楽しかったですか？（複数選択可） 

選択肢： １ アマモ、藻場についての話 ２ 刺し網漁体験 ３ アマモ播種等作業 

４ 魚介の調理体験 ５ 特になし 

 

６－５ エコツアーの中で、「こんなことをやってみたい」というようなことはありますか？ 

（自由記載） 

 

 

 

 

 

 

７．大崎上島について 

 

７－１ 大崎上島の魅力はどんなところだと思いますか？（自由記載） 

例えば、海の景色や山の豊かさ、住みやすさ、野菜や柑橘類などの食べ物 

    他には、造船業や漁業などの産業や神社やお祭りなど 

 

 

 

 

 

７－２ どうすれば大崎上島の魅力が発信できると思いますか？（大人への意見・要望） 
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７－３ 自分ならどうしますか？（複数選択可） 

１ SNS で情報発信する。 

２ ふだんから大崎上島の魚介類を食べる。 

３ ふだんから大崎上島の野菜や果物を食べる。 

４ 朝市や漁師祭りに参加してみる。 

５ ごみはきちんと捨て、大崎上島の環境を守る。 

６ 食べ残しをしないことで、大崎上島の恵みを大切にする。 

７ 観光客の人たちと交流する。挨拶する。 

８ まずは、大崎上島のことをもっと知る。 

９ その他 「自分ならこうする」ということがあれば教えてください。（自由記載） 

 

 

 

 

 

 

 

どうもありがとうございました！ 

 



  

 

 

 

 

 

 

 

 


